
学界消息

学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
大
会
は
、
憧
例
に
よ
り
十
｝
月
｝
臼
二

日
開
催
し
た
。
　
一
日
（
金
）
の
京
都
の
庭
園
観
賞
は

修
学
院
離
宮
、
三
千
院
、
大
徳
寺
本
坊
、
同
大
仙

院
、
同
真
珠
庵
、
百
里
蓬
庵
、
東
本
願
寺
枳
殻
邸

を
、
森
親
氏
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
の
精
緻
な
説

明
の
下
に
見
学
し
た
。
二
日
（
土
）
大
会
及
び
総
会

は
京
大
法
経
第
五
教
室
に
て
開
催
し
た
。
総
会
は
宮

崎
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
織
田
理
事
よ
り
会

務
、
会
計
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
報
告
は
承
認
を
受

け
た
。
当
日
の
講
演
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
立
山
信
仰
に
関
す
る
更
的
考
察
　
高
瀬
重
雄
氏

　
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
生
成
　
　
　
　
村
田
数
之
亮
氏

　
　
　
　
團
　
史
　
関
　
係

読
史
会
秋
季
患
畜
旅
行

　
　
一
〇
月
一
三
日
（
日
）
～
一
五
日
（
火
）

　
高
山
郷
±
館
・
同
陣
屋
跡
・
同
国
分
寺
鉦
、
神
岡

　
鉱
山
。
富
山
立
山
信
仰
関
係
遺
跡
・
大
岩
臼
石
寺

　
等
を
得
平
。

読
史
会
歓
季
大
会
　
一
一
月
三
日
（
祝
）

　
午
前
九
晴
半
　
於
京
大
法
門
第
五
教
室

近
世
初
頭
の
土
豪
経
営
に
つ
い
て
　
脇
田
　
　
修

申
世
に
お
け
る
商
業
の
問
題
　
　
　
松
山
　
　
宏

　
－
都
布
形
成
の
前
提
と
し
て
一

日
申
両
国
に
お
け
る
初
期
自
由
民
権
運
動
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
　
　
沢
周

申
世
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
姫
路
附
近
の
古
代
遺
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
松
郎

幕
末
に
お
け
る
横
浜
の
外
国
居
留
地
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
本
　
益
利

初
期
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
思
想
と
其
の
社
会
的

基
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
　
学

古
代
臼
本
の
奴
隷
制
説
に
つ
い
て
の
疑
義

　
－
諸
家
の
近
業
を
よ
み
て
i
　
石
沢
　
　
…
撤

明
治
労
働
運
動
史
論
　
　
　
　
　
山
本
　
四
郎

和
璃
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
　
　
岸
　
　
俊
男

認
繭
大
寺
に
お
け
る
修
正
会
・
修
二
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
　
重

　
　
　
東
洋
史
関
係

ユ
ネ
ス
コ
「
東
西
文
化
交
渉
史
に
関
す
る

　
［
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
」

東
京
会
議
　
中
央
大
寺
会
館

十
月
二
十
八
日
（
月
）
～
十
一
月
一
日

　
日
本
を
は
じ
め
米
・
英
・

（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
・
仏
な
ど
十
九
ケ

国
か
ら
集
っ
た
五
十
七
名
の
歴
史
学
者
の
ほ

　
　
か
、
多
数
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
出
席
し
て
全
体

　
　
会
議
及
び
歴
史
考
古
美
術
、
思
想
、
民
族
　
胃
語

　
　
各
部
会
の
研
究
発
表
と
討
諭
を
行
っ
た
。

　
京
都
部
会
　
十
一
月
四
隅
（
月
）
午
前
十
時
　
京

　
　
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
長
広
敏
雄
・
小
林
太
市
郎
・
オ
コ
ラ
ド
ニ
コ
フ
氏

　
の
研
究
発
表
と
討
論
、
及
び
ハ
イ
ネ
氏
の
講
演
等

　
が
行
わ
れ
た
。

東
洋
史
談
話
会
大
会
、
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
　
午
前
九
八
　
京
大
人
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
申
国
史
分
電
論
の
問
題
点
　
　
　
　
内
藤
　
戊
申

　
南
宋
建
国
期
に
お
け
る
鉱
毒
の
活
躍
と
武
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
正
博

　
明
代
蒙
古
社
会
に
関
す
る
一
考
察
　
萩
原
　
淳
平

　
嘉
・
道
閤
の
財
政
と
宮
僚
の
性
絡
　
鈴
木
・
・
中
正

　
諏
嗣
同
と
唐
才
常
　
　
　
　
　
　
小
野
川
秀
美

　
ア
ッ
バ
ス
朝
時
代
の
商
業
資
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
圭
四
郎

　
突
豚
の
イ
ル
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
護
　
　
雅
夫

　
　
…
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
諸
学
者
の
見
解
－

　
吐
蕃
王
統
論
の
一
問
題
に
つ
い
て
　
佐
藤
　
　
長

　
乾
隆
時
代
の
戦
争
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ル
タ
ー
。
フ
ッ
ク
ス

　
申
国
の
人
口
と
耕
地
　
　
　
　
　
　
小
竹
　
文
夫

　
宋
代
の
効
用
軍
に
つ
い
て
　
　
　
　
曾
我
部
静
雄
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西
洋
臭
関
係

第
二
五
回
西
洋
史
読
書
会
大
会
　
十
一
月
置
臼
（
日
）

　
午
前
九
時
半
～
午
後
五
三
、
京
大
楽
友
会
館

　
　
ロ
ー
マ
工
業
奴
隷
の
ペ
ク
ー
リ
ゥ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
一
特
に
共
和
政
末
・
帝
政
初
期
の
陶
器

　
　
　
工
業
に
於
け
る
i
　
　
　
　
馬
場
　
典
明

　
　
キ
エ
フ
・
ロ
シ
ア
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
崎
　
良
平

　
　
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
の
村
落
共
同
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
村
賢
次
郎

　
　
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
に
つ
い
て
　
　
大
沢
　
　
基

　
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
に
お
け
る
議
会
・
軍
隊
・

　
　
　
民
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
田
哲
司

　
　
十
七
世
紀
西
班
牙
の
回
教
徒
追
放
問
題
の
【
断

　
　
　
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
谷
十
二
郎

　
　
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
に
お
け
る
土
地
問
顕
［
と
頭

　
　
　
部
の
情
況

　
　
　
　
ー
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
の
場
合
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
則
　
忠
見

　
　
シ
ェ
イ
ズ
叛
乱
の
背
景
に
つ
い
て

　
　
　
一
合
衆
国
憲
法
制
定
理
解
へ
の
　
前
提
一

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
本
　
幸
三

　
　
三
月
革
命
に
お
け
る
農
民
蓮
動
末
川
・
　
清

　
　
　
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
州
な
中
心
と
し
て
i

　
　
革
命
と
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
広
笑
源
太
郎

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
第
二
二
会
例
会
　
十
月
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
女
子
大
学

　
陶
磁
器
業
の
分
霧
に
つ
い
て
　
　
　
藤
森
　
　
勉

　
南
豆
漁
村
地
域
社
会
の
機
能
的
変
容
に
つ
い
て

　
　
1
風
待
ち
港
の
性
格
変
化
を
対
象
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
淳
一

歴
史
地
理
と
は
　
　
　
　
森
　
塵
二

　
　
　
　
考
古
学
関
係

考
古
学
協
会
第
二
十
回
総
会
　
　
奈
良
青
々
申
学
校

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
十
月
三
十
日
（
水
）

中
国
考
古
学
の
現
状

　
新
石
器
時
代
（
先
愛
）
　
　
　
　
　
水
野
　
清
一

　
青
銅
器
時
代
（
殿
周
）
　
　
　
　
　
樋
口
　
隆
康

　
鉄
器
時
代
（
秦
漢
以
後
）
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

研
究
発
表
　
十
月
三
十
一
日
（
塞
）

男
女
倉
遺
跡
第
二
次
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
宗
平

長
野
県
下
水
内
郡
横
倉
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
五
六

河
内
国
府
母
川
調
査
略
報
　
　
　
島
　
五
郎

東
京
都
本
郷
切
通
し
北
貝
塚
　
　
　
　
平
沢

御
藩
川
島
ゾ
ウ
遺
跡
の
再
調
査
　
　
　
　
麻
生

　
い
て

北
九
州
支
石
墓
内
の
献
供
用
土
器
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
尾

種
子
島
南
種
子
町
広
田
海
岸
の
埋
葬
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
直
一

　一ほほ　に
無爵かかカ

宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
の
弥
生
後
期
の
住
居
鮭
に
っ

石
州
恒
太
郎

　
　
　
旧
作

　
　
　
ほ
か

昭
和
三
十
二
隼
度
山
口
県
土
井
ヶ
浜
遺
跡
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
　
丈
夫

本
州
の
西
端
地
方
に
お
け
る
弥
生
式
壷
棺
墓
の
性
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
忠
熈

広
島
県
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
墓
場
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
見
　
　
浩

伊
豆
。
利
島
ケ
ツ
ケ
イ
山
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
初
重

唐
津
市
東
面
木
サ
コ
ガ
シ
ラ
古
堵
　
群
調
査
～
砒
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
進
午

古
墳
群
を
通
じ
て
み
た
中
国
地
方
の
一
覆
地
に
お
け

　
る
村
落
構
成
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
木
下
　
　
忠

古
墳
の
周
辺
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
末
永
　
雅
雄

紀
伊
東
国
自
古
墳
群
第
一
次
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
谷
　
克
己

須
坂
市
鎧
塚
｝
・
二
号
墳
の
調
査
亀
井
正
道
ほ
か

千
葉
県
野
田
市
川
聞
香
飯
原
の
二
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
谷
達
男

大
和
川
舶
橋
遺
跡
調
査
概
報
　
　
　
　
原
口
　
正
三

美
濃
市
大
矢
田
丸
山
古
鍵
…
鉦
群
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
肝
　
彰
一

木
更
津
市
江
川
火
葬
墓
　
　
　
　
保
坂
三
郎
　
ほ
か

一
九
五
六
年
度
毛
越
寺
伽
藍
跡
出
土
遺
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
成
夫

陸
奥
国
分
寺
雄
の
発
掘
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
信
雄

無
垢
流
域
の
青
銅
器
に
つ
い
て
　
　
　
市
川
健
二
郎
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